
成形ＵＰ／ＤＯＷＮ⾦型のご使⽤⽅法

成形ＵＰ／ＤＯＷＮは通常の下型とは取り扱い⽅法が異なります。

下型のセット⽅法

1. ＵＰ／ＤＯＷＮ専⽤のダイホルダをロアタレットにセットします。
セットネジをネジ先端がダイホルダ内径から⾒えなくなるまで緩めておきます。

2. 下型をアッパータレットの上から通して、ダイホルダへセットします。
この時、ロアタレットの下から真鍮棒などを使って⾦型を⽀えながらゆっくりと下ろしていきます。

3. ⾦型のキー溝（⾦型裏⾯）をダイホルダのキー位置（タレット内側）に合わせます。

4. ＵＰ／ＤＯＷＮ⾦型の上⾯が 5.  セットネジを固定したらプッシャーを⼿で押し上げ
隣接のダイ上⾯より下がっていることを確認して      ＵＰ／ＤＯＷＮ⾦型がスムーズに上下することを
セットネジを締めて下さい。      確認して下さい。

取り外しは逆の⼿順です。
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⾦型登録、調整⽅法（機械側操作） ※ご使⽤機種によって画⾯と⼊⼒⽅法に違いがあります。

機械操作盤の画⾯がタッチパネルの場合  機械操作盤の画⾯がボタン⼊⼒の場合

ダイＵ／Ｄに「✓」を⼊れて下さい。

「6.D:UP/DOWN成形」で登録して下さい。

「1.成形」で登録して下さい。

注意点

機械ごとに下型の全⻑が異なります。※機械に適正でない下型を取り付けて加⼯すると機械が故障します。
⾦型のご注⽂時と異なる機種でのご使⽤はプッシャーの交換が必要となる場合があります。
（ご使⽤機械と⾦型の互換性については村⽥ツールへお問い合わせください。）

UP/DOWNダイホルダのイントラック側は抜き型をご使⽤下さい。
※使⽤しない場合もダミーで⾦型を装着して下さい。

Ｍ２０４８ＬＴ、Ｍ２０４４、ベクトラムシリーズでは隣同⼠にＵＰ／ＤＯＷＮ⾦型をセットすることができません。
（Ｂステーションは２ステーション以上空けて、Ｂステーション以外は１ステーション以上空けてセットして下さい。）

この資料の内容や図は予告なく変更される場合があります。
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